


・地域インフラの存続や地産地消を生み出すことを目指して、再エネ普及・推進すべき。 
・地域からの流出（エネルギー購入で多額のロス）を止め、地内流通を高めることで、地域

を豊かに。 
・地域協議会などをつくり、地域ぐるみで再エネ開発に向き合うことが必要。パートナーと

なれる「良き事業者」とのお付き合いをする。※再エネだけでなく、地域の未来と豊かさ
を考える組織体で本テーマも扱う（分科会の設置）というイメージ。 

 
（所感） 
私の住んでいる、弥栄町には風力発電が 29 基稼働している。当初は⻄⽇本最⼤規模との話
しで、市⺠も興味深く期待をしていたが、稼働し 1 年余りで、低周波・生態系・景観・沢崩
れ等被害が出始めたころ、2 社の新たな計画があり市⺠の反対運動が発足した。私自身も、
すでに協力しているので、これ以上の計画は止めて頂きたいと感じた。 
 今回の研修、再エネは世界的、⽇本でも増えている状況であり、資源がある限り、新しい
会社が次々と計画をしてくると聞いた。島根県は、まだ協力が足りない県とも感じた。 
協力した地域へのメリットや地域で再エネ開発に向き合う事が特に⼤切だと感じた。 

以上 


